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2011 年度卒業生（卒後 2 年目）、2012 年度卒業生（卒後 1 年目）を対象に、2014 年 3 月～ 4 月の期間で郵
送法による質問紙調査を行った（回収率 27.4%）。調査項目は、現在の就業状況、就職後の新人看護職員研修、
現時点での看護技術到達レベル、困っている看護技術、社会人基礎力である。新人看護職員研修において、
集合教育は 52 名（100%）、OJT は 49 名（94.2%）が受けていた。研修を受けた者の割合が 80%以上の看
護技術の項目は、75 項目中 41 項目（54.7%）であり、60%未満の技術項目は 16 項目（21.3%）であった。技
術項目75 項目中、80%以上の者が「できる」と回答した項目数は、2011 年度卒業生（卒後 2 年目）で 60（80.0%）、
2012 年度卒業生（卒後 1 年目）で 49（65.3%）であった。一方で、2012 年度卒業生（卒後 1 年目）の中で「で
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2 点、『たまにしている』1 点の 3 段階とした。尚、
プレテストによる回答時間は 20 分程度であった。
5．分析方法
















質問紙を 2011 年度卒業生（卒後 2 年目）86 名、
2012 年度卒業生（卒後 1 年目）104 名に郵送し、回
収数（率）は、それぞれ 21 名（24.4%）、31 名（29.8%）、
総数 52 名（27.4%）、有効回答率は 100%であった。
1．対象者の就業状況
対象者全員が看護師として就業しており、就業





























Ａ看護大学 2011 年度卒業生（卒後 2 年目）86 名、
2012 年度卒業生（卒後 1 年目）104 名
2． 期間











の項目は、75 項目中 41 項目（54.7%）であり、研







（100%）、機会教育（以下 OJT）は 49 名（94.2%）
が受けていた。技術項目別に、対象者が集合教育
および OJT のいずれかを受けた割合を表 1 に示
す。研修を受けた者の割合が 80%以上の看護技術
新人看護職員研修の実施状況表 1



















































後 2 年目）が、46 項目、75 項目、66.4±7.7 項目で
あり、2012 年度卒業生（卒後 1 年目）が、38 項目、
71 項目、60.9±8.2 項目であった。80%以上の者が
『できる』と回答した項目数は、2011 年度卒業生
（卒後 2 年目）で 60 項目（80.0%）、2012 年度卒業
生（卒後 1 年目）で 49 項目（65.3%）であった。一












の 6 項目で、『演習でできる』が目標の 4 項目を含








と管理 8 名、採血 5 名、吸引 5 名、輸液ポンプの





























































































年目）で 60 項目（80.0%）、2012 年度卒業生（卒
後 1 年目）で 49 項目（65.3%）であった。一方、
2012 年度卒業生（卒後 1 年目）の中で『できる』
レベルに達している割合が 80%未満の項目数は


































A 看護大学の 2011 年度卒業生（卒後 2 年目）、
2012 年度卒業生（卒後 1 年目）を対象に、郵送法
による質問紙調査を行い、以下の結果を得た。
1．新人看護職員研修において、集合教育は 52 名
（100%）、OJT は 49 名（94.2%）が受けていた。
2．研修を受けた者の割合が 80%以上の看護技術
の項目は、75 項目中 41 項目（54.7%）であり、研
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